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このたびは、JukeDoXをお買い上げ頂き、ありがとうございます。このマニュアルには、製品をお使いいただく上での注意事項や、重要な情報が記載されておりますので、よく　お読みになってください。特に「安全上のご注意」は、ご使用前に必ずお読みください。　　　　お読みになった後は、インストールDVD-ROMと併せて大切に保管してください。
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安全上のご注意

ご使用の前に、「安全上のご注意」をよくお読みいただき、正しくお使いください。
また、お読みになったあとは、必要なときにご覧になれるよう大切に保管してください。
ここに示した説明事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止　するための内容を記載しておりますので、必ずお守りください。
JukeDoXおよびヘルプの作成には細心の注意を払っておりますが、万一、ソフトウェアの欠陥あるいはヘルプの誤りによってお客様が被った損害について、弊社、販売店、および　　関係する団体および個人は、一切の責任を負わないものとします。

絵表示について
本製品を安全にお使いいただくための注意事項を、絵表示しています。
その表示を無視し、誤った取り扱いをすることによって生じる内容を次のように区別して　います。
内容をご理解の上、本文をお読みください。
	
	注意
	誤った取り扱いをしたときに、けがをしたり財産に損害を受ける恐れがある内容を示しています


絵表示の意味
	

	この絵表示は、気をつけていただきたい「注意」内容です

	

	この絵表示は、必ず実行していただきたい「指示」内容です

	


	注意

	
	コンピュータの音量は適音でご使用ください。
また、ヘッドホン等を利用される場合、大きな音量で長時間ご使用に　　なられますと耳に悪い影響を及ぼす恐れがございます。

	
	長時間ご使用される場合は、必ず休憩を入れてください。
1時間ごとに15分の休憩を取ってください。

	
	アプリケーションの構造等により、すべての情報を読み上げることが　　できない、あるいは、正確に読み上げない場合がございます。


はじめにお読みください。

1. はじめに
本マニュアル（オンラインマニュアル）では、JukeDoXのより詳細な機能説明や操作　　　方法についてご説明いたします。
最新のオンラインマニュアルは、株式会社スカイフィッシュ(以下、弊社)のWebサイトからダウンロードすることができます。
ダウンロードURL
http：//www.skyfish.co.jp/JukeDoX/download/index.html

2. パッケージ内の同梱物について
JukeDoXのパッケージ内に、下記の内容が同梱されていますので不足や不良がないか　　ご確認ください。
	インストールDVD-ROM
	1枚

	インストールマニュアル
	1冊

	ライセンス証書
	1枚


※製品の品質には十分配慮しておりますが、万が一、同梱物に不足や不良がある場合には、JukeDoXサポートまでお問い合わせください。

3. 本アプリケーションのサポートについて
本アプリケーションのサポートにつきましては、JukeDoXサポートまでお問い合わせ　　ください。なお、サポート範囲は本アプリケーションの仕様ならびに操作に限らせて　　　いただき、サポート対象者は、購入された方のみとさせていただきます。
ハードウェアを含めたパソコン本体に関する事、OSならび本製品以外のアプリケー　　　ションに関する事はサポートの範囲外とさせていただきますのでご了承ください。
なお、サポートのお問い合わせをされる前にJukeDoXのホームページ(http://www.skyfish.co.jp/JukeDoX/)をご確認ください。FAQ集を多数ご紹介　しています。


弊社のお問い合わせ先は、下記になります。
お問い合わせをされる際には、お客様の名前、住所、電話番号、ご質問の内容をサポート　　担当者にお伝えください。
・お問い合わせフォーム：
http://www.skyfish.co.jp/JukeDoX/support/inquiry.html
・メールアドレス      ：jd-support@skyfish.co.jp
・電話番号		 ：050-3535-0937(JukeDoXサポート電話)
				 　サポート時間は10時～12時、13時30分～16時30分までと
なっております。(土日・祝祭日、弊社指定休業日を除く)

4. 保証について
(1)本アプリケーションの内容がDVD-ROMに正しく記録されていなかった場合、購入日を含め30日以内にDVD-ROMを弊社にご返送いただくことにより、無償で代替品をお送りいたします。送料は弊社にて負担いたします。
(2) (1)の保証期間中、お客様の過失および故意による損傷や紛失の場合は適用されません。
(3)本アプリケーションに関する弊社の保証は、以上のみに限定いたします。

5. お客様の個人情報の取り扱いについて（プライバシーポリシー）
弊社では、お客様から得た個人情報を使用目的の範囲内で使用させていただきます。
・アプリケーションのバージョンアップや製品情報をメールやダイレクトメールで　　お知らせする場合
・サポートやお問い合わせで、お客様の本人確認を行なう場合
・バージョンアップしたアプリケーション等をお客様に送付する場合
・お客様から機能の要望をいただいた際、アプリケーション機能向上等の製品企画の　　検討を行なう場合
・アプリケーションの不正使用や不当な目的で利用する方をお断りする場合
なお、お客様からお問い合わせいただいた情報をメールやWeb等で一般公開させて　　いただく場合がございますが、それらの情報からお客様個人を特定できるような内容を　公開することは一切ございません。


6. その他
JukeDoXの著作権者は株式会社スカイフィッシュです。本アプリケーションおよび関連するマニュアル類は、日本国および国際条約による著作権法によって保護されています。本アプリケーションを不正に使用またはコピーする個人および団体は、法律によって　　罰せられます。また、本アプリケーションの著作権者および販売者は、不正に使用またはコピーする個人または団体に対して、法的な手段に訴えることがあります。
JukeDoXには、録音(オーディオファイル形式での保存)機能が付いております。この機能により録音した音声ファイルは非商用の個人的利用の範囲内でご利用ください。
JukeDoXに付属の標準音声（株式会社日立ケーイーシステムズ社製）にて生成された　　音声データの2次配布など、商用利用をご検討される場合には、弊社にご相談ください。
また、SAPI対応の音声合成エンジンを使用して生成された音声の2次利用に関しては、　　使用した音声合成エンジンの権利を有する企業・団体の利用（使用）条件に準じてご利用ください。
JukeDoX本体、同梱物、ならびに各種マニュアルは改良のため予告なしに変更する場合がございます。
変更を行なった場合には、弊社ホームページ上に公開いたします。

本マニュアルならびに各種マニュアルの無断複製を禁止いたします。
本マニュアルならびに各種マニュアルに記載されている製品名は、各社の商標および登録商標です。

Copyright 株式会社スカイフィッシュ


［SAPIとは？］
SAPIとは、Windows用の標準音声インターフェースSpeech APIの略称で、SAPI対応の合成音声がインストールされている場合には、コントロールパネルの音声合成または音声　認識で確認ができます。



インストール方法について

1．はじめに
　ここでは、JukeDoXのインストールやアンインストールについて説明します。
※スクリーンショットはWindows®VistaTMの画面を使用しています。

2．JukeDoXを使用する際に必要な動作環境について
　JukeDoXをインストールするパソコンが、下記の条件を満たしているかをご確認　　　ください。
	パソコン本体
	Windows Vista/XP　※1

	CPU、搭載メモリ
	上記OSの動作要件を満たしていること　※2

	HDD
	2GB以上の空き容量　※2

	その他
	WAVE出力が可能なサウンド機能を有していること

	
	DVD-ROMが再生できること


※1．最新のサービスパックがインストールされていることをご確認ください。32bit版でのみ、動作を確認しております。
※2インストールされているOSや他にインストールされているアプリケーションにより、さらに高い性能が必要になる場合がございます。詳細は、それぞれのアプリケーションの必要動作環境をご確認ください。



3．インストールの前に
　インストールを実行する前に、パソコン上で起動している他のアプリケーションを終了 してください。インストールDVD-ROMをDVD-ROMドライブにセットしますと、インストールプログラムが自動的に起動します。パソコンによっては、自動起動が無効の設定になっている場合があります。その場合は、（マイ）コンピュータからDVD-ROMドライブを開き、ファイルのリストビュー内に表示されている「setup.exe」を実行してください。なお、インストールを開始しますと、OSの種類によりセキュリティ関連のダイアログが表示される場合がありますので、その場合は　下記の方法で行ってください。

※【重要】Windows Vista上でインストールを実行した場合
　「ポーン」という警告と共に、ユーザーアカウント制御のダイアログが開き、プログラムのアクセスについて「許可」と「キャンセル」のボタンが表示される場合があります。    「許可」を選択し、インストールを続行してください。






※【重要】Windows XP上でインストールを実行した場合
 (
｢同意する(
Ａ
)｣を選択
)　お使いいただくパソコンに、.NET Framework3.0および.NET Framework2.0がインストールされているかどうかを、自動的に検出後インストールされていない場合には、インストールの同意画面が表示されますので、「同意する」を選択し、インストールを行ってください。これはJukeDoXをお使いいただく上で必要なものですので、必ず行ってください。




なお、この作業には若干時間がかかる場合があります。.NET Frameworkのインス　　　トールが完了するまでしばらくお待ちください。
　インストールが完了後、パソコンの再起動を求めるダイアログが表示されますので、　　「はい」を選択して一旦再起動を行い、その後JukeDoXのインストールを再開して　　　ください。


4．JukeDoXのインストール手順
手順1．JukeDoXセットアップウィザードの開始
　インストールDVD-ROMをDVD-ROMドライブに入れてください。
　※Windows Vista上でインストールを実行すると、ユーザーアカウント制御のダイア　ログが開きますので、「3．インストールの前に（P8)」を参考に「許可」を選択し、インストールを続行してください。
　
※Windows XP上でインストールを実行すると、セキュリティの警告ダイアログと　　　して、.NET Framework3.0および2.0のインストール画面が開く場合がありますので、「3．イントールの前に(P8)」を参考にしてください。
DVD-ROMをDVD-ROMドライブに入れますと、パソコンの画面中央に「JukeDoXセットアップウィザードへようこそ」という画面が開きますので、「次へ」を押して使用許諾　　契約書の同意画面へ進んでください。
 (
｢次へ(
Ｎ
)｣を押す
)









手順2．使用許諾契約書の同意
　使用許諾契約書の文面が表示されますので、同意する場合には、
 (
｢
同意する
(
A
)｣を選択
) (
｢
次へ
(
N
)
｣を選択
)「同意する」を選択して、インストールを続行してください。


 (
名前・所属を入力
｢次へ(
Ｎ
)｣を押す
)手順3．ユーザー情報　ユーザー情報の画面が表示されますので、名前・所属を入力し、「次へ」を押して次の画面へ進んでください。

手順4．インストールフォルダの選択
JukeDoXのインストール先を選択します。特に変更等がない場合は、
 (
｢次へ(
Ｎ
)｣を押す
)そのまま「次へ」を押してください。

手順5．インストールの確認
　｢インストールの確認｣が表示されるので、｢次へ｣を押してください。
 (
｢次へ(
Ｎ
)｣を押す
)インストールが開始されます。そのままの状態でしばらくお待ちください。

手順6．JukeDoXのインストール終了
　正しくインストールされると、完了画面が表示されます。
 (
｢閉じる(
Ｃ
)｣を押す
)　「閉じる」を押して、インストールを終了してください。


5．JukeDoXのアンインストール手順
　アンインストールは、下記の方法で行うことができます。
　「コントロールパネル」から、「プログラムの追加と削除」または
「プログラムのアンインストールまたは変更」を開いて、｢JukeDoX」
　を選択します。選択後、「削除」または「アンインストール」を
押すと、「アンインストールの確認ダイアログ」が表示されます。
　アンインストールを行う場合には、「はい(Y)」を選択して実行してください。
アンインストールを中止する場合には、「いいえ(N)」を押してください。
　※Windows Vista上でインストールを実行すると、ユーザーアカウント制御のダイア　ログが開きますので、「3．インストールの前に（P8)」を参考にしてください。
　以上でJukeDoXはアンインストールされました。


JukeDoXの基本操作

1．JukeDoXの起動／終了
　●JukeDoXを起動するには
　　JukeDoX起動は、下記の2つから行うことができます。
　　方法1．デスクトップ上にあるJukeDoXのアイコンを選択して起動する。

 (
ダブルクリックする
)


　　・｢スタート｣―｢(すべての)プログラム｣―｢Skyfish｣―｢JukeDoX｣―｢JukeDoX｣を選択して起動する。
 (
クリックする
)







　●JukeDoXを終了するには
　　下記の3通りの方法があります。（いずれもJukeDoXにフォーカスが当たっている　　場合の操作方法になります）
　　方法1：JukeDoXウィンドウ右上にある × ボタンを押してください。
　　方法2：Altキーを押し、メニューバーから｢ファイル｣―｢終了｣を選択してください。
　　方法3：Alt＋F4キーを押してください。
　　以上の操作をすると、終了確認のダイアログが表示されます。
　　｢OK｣を選択すると、JukeDoXは終了します。

2．画面の見かたと使いかた
●メイン画面について

【メイン画面(通常サイズ)】

 (
B
A
C
D
F
G
H
E
I
)

【メイン画面(ミニサイズ)】
 (
Ｊ
AS
B
C
)
 (
E
) (
F
) (
G
)

【各項目の説明】

Ａ：最小化／閉じるボタン
メイン画面を最小化/JukeDoXを終了するボタンです。
Ｂ：メニューバー
　　操作の目的に応じて、各機能を呼び出す部分です。
Ｃ：現在選択されているファイルのタイトル・見出し(チャプター番号)名
　現在選択されているファイルのタイトルと見出しの名前(チャプター番号)が表示　　されます。※ミニ画面の場合は、タイトルのみ表示されます。
　「見出し」は、Word2007文書では見出しが設定されている行を表示します。
　Excel2007では、各シートを表示します。
　PowerPoint2007では、各スライドを表示します。
Ｄ：現在読み上げている部分
　現在読み上げている部分(テキスト)が表示されます。
Ｅ：テキスト画面ボタン
　テキストの編集・保存画面を開くためのボタンです。
　詳しくは「テキスト画面の操作」をご覧ください。
Ｆ：進行状況バー
　文書ファイル全体の中のどこまで読み上げたかを表示しています。
Ｇ：再生操作エリア
　音声読み上げの開始や停止、文書ファイルの選択などの操作ができます。
　文書ファイルの再生・頭出し・再生速度の調整・リピート/シャッフルなどが、それ　　　ぞれのボタンを押すだけで簡単に操作できます。
詳しくは「プレイリストのファイルを再生(音声読み上げ)する」をご覧ください。
Ｈ：プレイリストエリア
　現在プレイリストにあるファイル名一覧が表示されます。
　プレイリストの編集・録音の操作ができます。
Ｉ：見出し(チャプター)エリア
　　プレイリストにて選択されているファイルに見出しがある場合、見出しが表示されます。
　　見出しごとの録音の操作ができます。
　Ｊ：プレイリスト表示ボタン
　　メイン画面がミニサイズのとき、このボタンを押すとプレイリストが表示されます。


文書ファイルをJukeDoXのプレイリストに追加する
　
1．はじめに
ここでは、JukeDoXのプレイリストに文書ファイルを追加する方法について説明します。
　「JukeDoXの起動／終了」を参考に、JukeDoXを起動してください。

2．文書ファイルをプレイリストに追加
　JukeDoXのプレイリストに文書ファイルを追加する方法は、次の2通りあります。
方法1－1．JukeDoXメイン画面メニューバーの一番左にある｢ファイル(F)｣の中の　　　「ファイルを追加(A)」を選択します。

　1－2．「ファイルを開く」ダイアログボックスが開きます。
 (
｢開く
(
O
)｣を押す
)追加したい文書ファイルを選択して、「開く(O)」を押します。
1－3．選択した文書ファイルがプレイリストに追加されます。
方法2－1．追加したい文書ファイルを、JukeDoXのメイン画面にマウスを使って直接
ドラッグ＆ドロップします。
　　　　　　※また、この方法では、フォルダに入っている複数のファイルを、一括してJukeDoXに取り込むことができます。
				
 (
ドラッグ＆ドロップする
)




2－2．読み込み中のダイアログが表示され、ドラッグ＆ドロップしたファイルが、
プレイリストに追加されます。

方法3－1．他のアプリケーションなどからカット＆ペーストしたテキストをメイン
画面もしくはテキスト画面に貼り付けます。
3－2．貼り付けたテキストがプレイリストに追加されます。
※尚、貼り付けた文書は、テキスト編集画面において保存しないと、JukeDoX終了時、または別の貼り付けを行った際に内容が失われます。
※注意：プレイリスト内およびチャプター内には貼り付けることはできません。

プレイリストのファイルを再生(音声読み上げ)する

1．はじめに
　ここでは、JukeDoXのプレイリストにあるファイルの再生(文書の音声読み上げ)方法について説明します。
　文書ファイルのプレイリストへの追加の方法は、「文書ファイルをプレイリストに追加」を参考にしてください。

2．プレイリストにあるファイルの再生
　JukeDoXのプレイリストにあるファイルは、メイン画面上にある再生操作エリアで　　コントロールします。
 (
A
B
C
D
F
G
E
)　●再生操作エリアの各ボタンについて






Ａ：1つ前のファイルの頭出しボタン
再生中、もしくは選択されているファイルの1つ前にあるファイルの頭出しを行う
ボタンです。
Ｂ：再生／一時停止ボタン
　　選択されているファイルの音声読み上げを再生する、または再生中のファイルを一時停止させるボタンです。
Ｃ：停止ボタン
　ファイルの再生を停止します。もう一度再生をすると、ファイルの最初からの再生に　なります。
Ｄ：次のファイルの頭出しボタン
　再生中、もしくは選択されているファイルの次にあるファイルの頭出しを行う　　　　ボタンです。
Ｅ：リピート(繰り返し再生)ボタン
　指定なし／1曲リピート／全曲リピートの設定を行うことができるボタンです。
Ｆ：シャッフルボタン
　シャッフル再生の設定を行うことができるボタンです。
Ｇ：再生速度コントロールエリア
　　再生速度を20段階で調節することができます。
※注意：標準音声とSAPI音声では使用上、コントロールできる速度の範囲に差が生じます。

　●リピート／シャッフル機能について
　　JukeDoXには、ファイル再生時のリピート／シャッフル設定機能が付いています。
　　なお、リピート機能とシャッフル機能を同時に設定することはできません。

指定無し：特に指定のない、通常の再生モードです。


1曲リピート：このモードでは、1つのファイルを繰り返し再生します。
見出し(チャプター)がある場合、その見出しを繰り返し再生します。


全曲リピート：このモードでは、プレイリスト内にあるファイル全てを繰り返し再生します。


シャッフル：このモードでは、プレイリスト内にあるファイルをランダムに再生します。※見出し(チャプター)ごとのシャッフル機能は搭載していません。ご了承ください。




3．テキスト画面上での再生コントロール
　JukeDoXでは、取り込んだ文書の再生をテキスト画面においても行うことができます。
　なお、テキスト画面については、「テキスト編集」の欄をご覧ください。
 (
A
C
B
D
F
E
)●右クリックメニューについて











Ａ：ここから再生(Ｓ)
　テキスト上のマウスカーソルの置かれている場所から再生を始めます。
Ｂ：選択範囲を再生(Ｐ)　※1
　　選択した範囲を再生します。
Ｃ：選択範囲を繰り返し再生(Ｌ) 　※1
　選択した範囲を繰り返し再生します。
Ｄ：ユーザ辞書に追加(Ｄ) 　※1
　選択した範囲を、ユーザ辞書に追加します。この項目をおすと、ユーザ辞書編集画面が開きます。
Ｅ：コピー(Ｃ) 　※1
　　選択した範囲をコピーします。コピーした内容は、クリップボードにあります。
Ｆ：貼り付け(Ｐ)
　コピーした内容を任意の場所に貼り付けます。

　※1．範囲を選択している場合のみ、この項目を選ぶことができます。


4．プレイリストのファイル順の変更
　JukeDoXには、プレイリストにあるファイルを再生する順番を自由に入れ替えること
のできる機能が付いています。
 (
上下ボタンを押す
)

　　プレイリストエリア右端にあるボタンにより、プレイリスト内のファイルの順番を変更することができます。各ボタンの使い方は以下の通りです。
　　　　「一番上へ」ボタン：プレイリストの一番上へファイルを移動します。
　　　　「上へ」ボタン：プレイリストの1つ上へファイルを移動します。
　　　　「下へ」ボタン：プレイリストの1つ下へファイルを移動します。
　　　　「一番下へ」ボタン：プレイリストの一番下へファイルを移動します。

　●プレイリスト内のファイルを削除する
 (
削除ボタン
)
　　プレイリストエリア右下の、ゴミ箱の絵の描いてあるボタン(削除ボタン)により、選択中のファイルをプレイリストから削除することができます。
また、プレイリスト内で複数のファイルを選択した状態で削除ボタンを押すと、複数のファイルを一括して削除することができます。

プレイリストのファイルを録音する
1．はじめに　
ここでは、JukeDoXのプレイリスト内にあるファイルの録音方法について説明します。
　JukeDoXでは、プレイリスト内にあるファイルを、wav及びwma形式のオーディオ
　ファイルとして保存することができます。保存する際、ビットレートの変更をすること
もできます。

2．ファイルを録音
 (
録音ボタン
)

ファイルの録音は、プレイリストエリア右下および見出し(キャプチャー)エリア右下に　ある録音ボタンにて行うことができます。また、メニューバー内の「操作(Ｃ)」から　　　「録音(Ｒ)」を選択し、「ファイル録音(Ｆ)」、「見出し録音(Ｐ)」や「セル録音(Ｃ)」を　　　行うことができます。
それぞれの録音については以下の通りです。
・ファイル録音：JukeDoXに取り込んだ文書ファイルごと１つのオーディオファイルとして保存します。
・見出し録音：Word2007で見出し単位、Excel2007文書ファイルでシート単位、PowerPoint2007でスライド単位ごとに録音することができます。
・セル録音：Excel2007文書ファイルのセル単位で録音をすることができます。

　※見出し録音はWord2007、セル録音はExcel2007でのみ有効な機能です。



●録音について
 (
｢保存
(
Ｓ
)｣を押す
)　　録音ボタンを押すと、録音ファイル名の指定のダイアログが開きますので、保存場所・ファイル名を指定して「保存(Ｓ)」を押してください。
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ファイル生成中のダイアログが表示され、ファイルが生成されます。



[image: ]
　　保存する場所をデスクトップに指定した場合、以下のアイコンがデスクトップに生成されます。
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　　生成されたオーディオファイルは、WAV/WMAに対応している各種オーディオプレーヤーにて再生が可能です。
テキスト編集
1．はじめに
　JukeDoXでは、取り込まれたファイルに入力されているデータの内容を編集したり、
Open XML形式で新たにファイルを作成したりすることができます。

2．テキスト画面の表示
●取り込んだファイルの編集
　　テキストを編集するには、まずテキスト画面を開きます。
　　テキスト画面の開き方は、次の2通りあります。
方法1．JukeDoXメイン画面の左上にあるメニューバーの｢ファイル(F)｣の中の　　　「表示(V)」を選択し、「テキスト画面(Ｔ)」を押します。
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　　　方法2．JukeDoXメイン画面のテキスト画面ボタンを押します。

[image: ]
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　テキスト画面が開きます。
　●テキスト画面について
 (
E
) (
C
) (
D
) (
B
) (
A
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Ａ：検索エリア
テキスト中から、指定された語句を検索します。
Ｂ：Docx編集ボタン
　　Word2007文書の編集を行うボタンです。本文(テキスト)修正・見出しの設定・　　　　プロパティの設定を行うことができます。
　※注意：改行の追加はできません。
Ｃ：テキスト編集ボタン
　テキスト形式で編集を行うボタンです。元のファイルがdocx形式以外の場合は、　　　全てこのテキスト形式で編集を行うことになります。
Ｄ：新規作成ボタン
　新規にテキストを作成するボタンです。作成した文書は、txtやdocx形式で保存することができます。
E：クリップボード貼り付けボタン
　　クリップボードにある文章を貼り付けるボタンです。


3．テキストの編集
　JukeDoXのプレイリスト内にあるファイルは、テキスト画面において、
Docx(Word2007 )形式やtxt形式で編集することができます。
ここでは、それぞれの形式における編集方法について説明します。
　●Docx編集を行う
　　テキスト画面を開き、「Docx編集(Ｄ)」ボタンを押します。
※Word2007文書の場合のみ、選択することができます。
 (
D
B
C
A
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Ａ：Docx編集エリア
このエリアで本文の編集作業を行うことができます。
Ｂ：見出し編集ボタン
　　見出しの追加・削除といった作業を行うことができます。
　　見出し設定を行った行が、見出し(チャプター)リストに表示されます。
Ｃ：プロパティ情報編集エリア
　タイトル・サブタイトル・作成者・キーワード・分類・状態・コメントなどの、プロパティ情報の編集を行うことができます。
Ｄ：保存ボタン
　編集した文書を、別名で保存、または上書き保存して編集を終了します。
　●テキスト編集を行う
　　テキスト画面を開き、「テキスト編集(Ｔ)」ボタンを押します。
　　※テキスト形式以外のファイルを編集する場合、以下のようなダイアログが表示され　ます。よくお読みになった上で、「OK」を押してください。
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B
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Ａ：テキスト編集エリア
このエリアで本文の編集作業を行うことができます。
Ｂ：保存ボタン
　編集した文書を、別名で保存、または上書き保存して編集を終了します。

　●テキストの新規作成を行う
テキスト画面を開き、「新規作成(Ｎ)」ボタンを押します。

[image: ]

上記のような新規の編集画面が表示されます。
　　この欄には、直接文章を入力したり、希望の文章をコピー＆ペーストしたりすることができます。

　［保存して終了(Ｓ)］
　　テキストの編集を保存して終了する場合、「保存して終了(Ｓ)」を押してください。
　　「名前を付けて保存」のダイアログが表示されますので、ファイル名・保存する場所　　を指定して「保存(Ｓ)」を押してください。



各種設定
1．はじめに
　JukeDoXは、お使いいただく方に快適に使用していただくため、各種機能について　　　詳細設定を行うことができます。ここでは、その設定方法について説明します。

2．音声に関する設定
　音声設定では、文書ファイル再生に関する様々な設定を行うことができます。
　●設定ウィンドウを開く
　　JukeDoXの音声に関する設定は、メニューバー内の｢設定(Ｓ)｣―｢設定(Ｖ)｣から行うことができます。設定ウィンドウを開くと、音声タブと保存タブが表示されます。　　　ここでは、音声タブを用いて、設定を行います。
[image: ]










　●音声設定画面について
　　各項目について、以下のように設定を行うことができます。



　【標準音声】
［音声設定］
　　・速度(Ｓ)：読み上げる声の速さを20段階で調節できます。
　　　1：が最も遅く、20：が最も速くなります。
　　・高さ(Ｐ)：読み上げる声の高さを5段階で調節できます。
　　　1：最低が最も低く、5：最高が最も高くなります。
　　・イントネーション(Ｉ)：読み上げる声のイントネーション(抑揚)を4段階で調節でき
ます。0：最低の読み上げは、ロボット(機械)的な読み方になります。3：最も　　　　
イントネーションが強い読み方になります。
・音量(Ｖ)：読み上げる声の音量を10段階で調節できます。
　0：最低が最も小さく、9：最高が最も大きくなります。
　　［声質設定］
　　・種類(Ｔ)：読み上げる声を、男性/女性/女性(喜び)/女性(怒り)/女性(悲しい)/　　　　女性(冷たい)/子供の7パターンから選ぶことができます。
　　・音質(Ｒ)：読み上げる声の音質を、リッチ/ノーマル/ライトの3つから選ぶことが　　できます。
　　※また、文章中の記号の読み上げを行うかどうかについても、チェックボックスに　　チェックを入れることで、読み上げる設定にすることができます。
　【SAPI音声】
　　お使いのパソコンに英語版のSAPI対応の音声合成エンジンがインストールされている
場合、このSAPI音声を選択することにより、SAPI音声に切り替えることができます。
　・種類(Ｙ)：お使いいただくパソコンにインストールされている英語版SAPI対応音声　　　　エンジンを選ぶことができます。
　　・速度(Ｅ)：SAPI音声で読み上げる声の速さを調節することができます。
　　・音量(Ｂ)：SAPI音声で読み上げる声の音量を調節できます。
　以上の項目を調節し終わったら、ウィンドウ最下部にある「OK」もしくは「適用(Ａ)」
　を押してください。設定が有効になります。
【日本語と英語の音声の切り替え】
　　ウィンドウ下部にある「日本語と英語の音声を切り換えて読み上げる」というところの
チェックボックスにチェックをしますと、文章中に日本語と英語が混在している場合、
それぞれの音声で読み上げます。
英語用音声の種類については、お使いのパソコンによってインストールされている音声
エンジンが異なりますので、お好みの音声を選択してください。

※なお、ウィンドウ下部にある「初期設定に戻す」を行いますと、ここで設定した内容が
全て消えてしまいます。注意して操作してください。



3．保存(録音)に関する設定
保存設定では、読み上げた文書ファイルの保存に関する設定を行うことができます。
　●設定ウィンドウを開く
　　保存に関する設定は、メニューバー内の｢設定(Ｓ)｣―｢設定(Ｖ)｣から行うことができ　ます。設定ウィンドウを開くと、音声タブと保存タブが表示されます。ここでは、保存タブを用いて、設定を行います。
●保存設定画面について
　各項目について、以下のように設定することができます。[image: ]





　［全般設定］
　　見出しごとに分割して保存する(Ｐ)をチェックすることにより、見出しごとにトラック
を分けて保存することができます。

　［音質設定］
　　・基本保存形式(Ｆ)：保存するファイル形式を、WAV/WMAから選択できます。
　　・WMA音質(Ｒ)：WMA形式で保存する場合、音質を48/64/80/96/128/160/
192/256/320kbpsから選択できます。
　以上の項目を調節し終わったら、ウィンドウ最下部にある「OK」もしくは「適用(Ａ)」
　を押してください。設定が有効になります。
※なお、ウィンドウ下部にある「初期設定に戻す」を行いますと、ここで設定した内容が
全て消えてしまいます。注意して操作してください。

4．ユーザ辞書について
　JukeDoXでは、必要に応じて、語句の読み方をユーザ辞書に登録することができます。メニューバー内の「設定(Ｓ)」を選択し、「ユーザ辞書(Ｄ)」を押して、ユーザ辞書画面を開きます。





●ユーザ辞書画面について
 (
D
) (
B
C　　　　　
A
)


Ａ：登録語句一覧
ユーザ辞書に登録されている語句、読み、品詞が一覧となって表示されます。
Ｂ：検索エリア
　　ユーザ辞書に登録されている単語の検索を行うことができます。
Ｃ：各種機能ボタン
　単語の追加、編集、削除など、ユーザ辞書の様々な機能を動作させるボタンです。
Ｄ：終了ボタン
　ユーザ辞書の編集を終える際に押すボタンです。保存するかどうかについて選択する　ことができます。


　●語句の登録について
　　ユーザ辞書に単語を登録するためには、まずユーザ辞書画面を開きます。
　　ウィンドウ右端にある、「追加(Ａ)」ボタンを押します。
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　　ユーザ辞書編集の画面が表示されますので、登録したい語句(Ｗ)、読み(Ｒ)、品詞(Ｐ)　
　　を入力し、「OK」を押します。
　　以上の操作により、語句が登録語句一覧に表示されます。

　●語句の編集について
　　すでにユーザ辞書に登録されている語句の編集をしたい場合、ユーザ辞書画面右端に　ある「編集(Ｅ)」ボタンを押します。
　　ユーザ辞書編集画面が表示されますので、編集したい個所を編集し、「OK」を押して　　ください。
　　以上の操作により、語句は編集されます。

　●語句の削除について
　　ユーザ辞書に登録されている語句で、削除したいものがある場合、削除したい語句を　選び、ユーザ辞書画面右端にある「削除(Ｄ)」ボタンを押してください。削除したい　　語句が一覧から削除されます。




　●ユーザ辞書のインポート/エクスポート
　　JukeDoXでは、ユーザ辞書に登録した語句の情報をtxtファイルとして、保存・読込ができます。
　　・エクスポートの方法：ユーザ辞書画面右端にある「エクスポート(Ｘ)」を押します。
　　　　　　　　　　　　　「名前を付けて保存」が表示されますので、ファイル名を入力し、「保存(Ｓ)」を押してください。
　　　　　　　　　　　　　以上の操作により、エクスポートが完了します。
　　・インポートの方法：ユーザ辞書画面右端にある「インポート(Ｉ)」を押します。
　　　　　　　　　　　　「ファイルを開く」が表示されますので、インポートしたい
　　ファイルを選択して、「開く(Ｏ)」を押してください。
　　　　　　　　　　　　以上の操作により、インポートが完了します。

　●ユーザ辞書の終了
　　ユーザ辞書を終了する場合、設定を保存して終了することができます。設定を保存して終了しますと、次回JukeDoXを起動した際、そのままの設定でお使いいただけます。
　　保存しないで終了しますと、設定は保存されませんので、今回設定した内容は消えて　しまいます。次回起動しますと、前に保存した設定で起動されますので、ご注意くだ　　さい。



5．その他の設定について
　メニューバー「設定(Ｓ)」の中には、他にもタイトルの読み上げ設定やルビの削除設定があります。
　・タイトルの読み上げ設定：メニューバー｢設定(Ｓ)｣の中の｢タイトルを読み上げる(Ｔ)｣
　　　　　　　　　　　　　　を選択すると、JukeDoXに読み込ませたファイルのタイ　トルを読み上げさせることができます。
・ルビの削除設定：メニューバー｢設定(Ｓ)｣の中の｢ルビを取り除く(Ｒ)｣を選択すると、　JukeDoXに読み込ませた文章中のルビを除いて読み上げさせることができます。



ヘルプについて

ここでは、JukeDoXのヘルプの使い方について説明します。JukeDoXをご使用いただく　中で、わからない点等がありましたら、こちらを参照してください。
なお、ヘルプはJukeDoXメイン画面のメニューバー右端にあります。
●ヘルプ(Ｈ)について


　メニューバーの右端にある「ヘルプ(Ｈ)」―「ヘルプ(Ｈ)」を選択しますと、
　本マニュアルを呼び出すことができます。
●最新版の有無をチェック(Ｙ)について


メニューバーの右端にある「ヘルプ(Ｈ)」―「最新版の有無をチェック(Y)」を選択しますと、JukeDoXの最新版の有無をチェックすることができます。
最新版がある場合、「最新バージョンがあります」というダイアログが表示されます。
弊社ホームページへリンクしていますので、最新バージョンをダウンロードして、アップ　デートしてください。

●JukeDoXのホームページ(Ｊ)について
　メニューバーの右端にある「ヘルプ(Ｈ)」―「JukeDoXのホームページ(Ｊ)」を選択しますと、弊社ホームページ内、JukeDoXのページを表示します。JukeDoXのバージョンアップ情報や、オンラインマニュアルの更新などを掲載していますので、ぜひご活用ください。


●バージョン情報(Ａ)について
　メニューバーの右端にある「ヘルプ(Ｈ)」―「バージョン情報(Ａ)」を選択しますと、　　　お使いのJukeDoXのバージョン情報を表示します。バージョン情報には、お使いのJukeDoXのバージョン・著作権・シリアルナンバーが表記されます。



●ユーザ認証(Ｕ)について
　メニューバーの右端にある「ヘルプ(Ｈ)」―「ユーザ認証(Ｕ)」を選択しますと、JukeDoXのユーザ認証画面を表示します。
　※すでにユーザ認証をお済みの方の場合は、ユーザ認証の項目を選択できません。

便利な使い方
○店頭でデモを行うときや、プレゼンテーションを行う際のナレーション　　としてお使いいただくことができます。

○忙しい朝のひと時、他の業務を行いながら、ラジオを聞くような感覚で、　　その日の重要会議の資料などを音声読み上げで聞くことができます。

○他のアプリケーションを起動することなくファイルの中身を素早く表示・　読み上げをするので、業務の効率化に繋がります！
また、ファイルの元となるアプリケーションがインストールされていなくても、ファイルの中身を表示・編集・保存できます。

○展示会などにおいて、展示品の説明が手軽にできます。

○インターネットのニュースや長文のドキュメント、電子メールの内容など、録音したデータを携帯オーディオプレーヤーで再生(外出先にも自由自在に持ち運びできます。

○動画にJukeDoXで作成・保存した音声を埋め込み、紹介VTRを作ることができます。（別途動画作成ソフトが必要になります。） 
○外国籍の方が日本語を学習する際に最適です！

○インターネット英文サイトのコンテンツをカット＆ペーストで即時読み　上げ！英語の学習にも最適です！

困った時は(FAQ)
1．はじめに
　ここでは、お客様より寄せられると想定される質問と、それに対する回答を記載して　　います。操作方法などでお困りの際にご一読ください。
　また、JukeDoXホームページ上(http://www.skyfish.co.jp/JukeDoX/faq/faq.html)　では、最新の質問と回答を紹介していますので、併せてご確認ください。

2．質問と回答集
　○JukeDoX全般に関する質問と回答
　質問．インストールが開始しません。
回答．Autorunになっていない可能性があります。Autorun設定が有効になっているかどうかご確認ください。

質問．インストールが途中で止まってしまいます。
　回答．
　まず、パソコン、OSがJukeDoXの動作環境を満たしているか、ご確認ください。動作環境に問題がない場合、ほかのアプリケーションをすべて終了させて、再度JukeDoXのインストールを行ってください。

　質問．JukeDoXの音声が出ません。(出なくなりました)
　回答．
　原因．Windowsのボリュームが小さいか、ミュートになっている可能性があります。
　対処1．ヘッドホンやイヤホン、スピーカの接続状況や、電源が入っているかなどを　　　ご確認ください。
　対処2．パソコンの種類によっては、本体やキーボード周辺にボリュームコントロールが付いている場合や、あるいはキーボード上のファンクションキーで調整できることがありますので、併せてご確認ください。


　質問．.NETフレームワークとは何ですか？
　回答．.NETに対応したアプリケーションを動作させるために必要な環境のことです。JukeDoXをWindows XP上で動作させるには、.NET Frameworkの2.0および3.0が必要となります。

質問．.NETフレームワークのインストールに、かなりの時間がかかります。
回答．正常なインストールです。お使いのパソコンによってはかなりの時間がかかりますので、インストール終了までしばらくお待ちください。 

質問．録音したデータを商用で利用したいのですが
回答．標準音声につきましては、商用利用が可能です。ただし、作成音声の有償配布などを行う場合は、別途株式会社 日立ケーイーシステムズとの契約が必要となります。また、SAPI音声に関しては、各音声合成エンジンの利用条件をよくご確認の上、ご利用ください。

質問．Windows2000でも動作しますか
　回答．残念ながら動作しません。JukeDoXはWindows XPのSP2以降での動作を保証していますので、ご了承ください。

質問．ユーザ認証にあるアクセシビリティのボタンは何ですか
　回答．ユーザ認証を行う際、視聴覚障害者の方が独力で操作を行うことができるように　設けられているボタンです。

質問．Word2007形式(Docx)で保存と、テキスト保存の違いは何ですか
　回答．Word2007形式(docx)では、見出しの編集など、Word2007の様々な機能を使うことができます。テキストファイルは、文字情報のみで構成されているため、どんな機種のコンピュータ上でも使用することができるという違いがあります。


質問．音声は追加できないのでしょうか
　回答．SAPI対応の音声合成エンジン(英語)の音声を追加することができます。

質問．Open XMLとは何でしょうか
　回答．Open XMLは、Microsoft Office 2007製品で採用されている新しい文書形式です。

質問．“ここから再生”、“選択範囲を再生”が上手く実行出来ません。
回答．文章再生中に一時停止をかけた状態では、この機能は使用できません。停止ボタンを押してから、実行してください。

質問．英単語をアルファベット1文字ずつ読んでしまいます。
回答．標準音声を使用している場合、音声合成エンジンのシステム辞書にない英単語の　場合、上記の読み方をします。該当語句を辞書に登録するか、“日本語と英語を切り替えて読み上げる”の設定を有効にして該当語句をSAPI英語音声で読み上げてください。

質問．速度の変更をしても切り替わりません。
回答．句読点等の文の区切り単位で変更されます。

質問．自分の入力した文字を読ませるのはどうしたら良いですか。
回答．テキスト画面を開き、新規作成のボタンを押してください。新規テキスト作成画面が表示されますので、ご希望の文章を入力・保存して再生してください。

質問．セル録音とは何ですか。
　回答．Excel2007における、セルごとにチャプター分けして録音する機能です。

質問．テキスト画面の表示が文字化けしています。
回答．文書ファイルの構造によっては、読めない場合もあります。環境依存文字(外字、特殊なフォント)は読めません。

質問．日本語を読み上げません。
回答．SAPI英語音声の設定になっている可能性があります。もしくは日本語英語読みのチェックが外れている可能性があります。これら2点をご確認ください。
質問.  英語(音声)で読み上げません。
回答．標準音声の設定になっている可能性があります。もしくは日本語英語読みのチェックが外れている可能性があるので、ご確認ください。
また、稀に英語を読み上げるために必要な音声合成エンジンがパソコンから消されている可能性があります。その場合、再度音声合成エンジンを入れなおす必要があります。

質問．SAPI音声が選択出来ません。
回答．SAPI音声がインストールされていない可能性があります。各OSにごとに、以下の確認場所をご確認ください。
Windows Vista：コントロールパネル -> 音声合成
Windows XP: コントロールパネル -> 音声認識

質問．スクリーンリーダーで操作できますか。
回答．キーボードナビゲーションに対応しています。Focus TalkユーザはFocus Talkの音声出力先を変更する事で、音がかぶらないようになります。

質問．ヘルプ/最新版の有無をチェックとは何ですか
　回答．ヘルプとは、本オンラインマニュアルのことです。JukeDoXを使用される際、　　　操作方法などについて、分からないことがありましたらこちらをご覧ください。
　最新版の有無をチェックは、JukeDoXの最新版があるかどうかを、インターネット経由でチェックする機能です。最新版が見つかりましたら、弊社ホームページよりダウンロードし、最新版にアップデートしてください。

質問．最新版の有無をチェック機能が使用できません。
回答．最新版の有無をチェックするためには、インターネットへの接続が必要です。　　（アンチウイルスソフト、ディフェンダー等の影響は？）

ショートカットキー一覧
1．はじめに
　ここでは、JukeDoXを使キーボードで操作するためのショートカットキーを紹介します。

2．JukeDoXの起動／終了に関するショートカットキー
	操作
	ショートカットキー

	JukeDoXの起動
	

	JukeDoXの終了
	Alt + Ctrl + F4



3．JukeDoXの再生／編集/録音(保存)に関するショートカットキー
	操作
	ショートカットキー

	プレイリストの再生・一時停止
	Ctrl + Pキー

	ファイルの再生を停止
	Ctrl + Sキー

	次のファイルへ
	Ctrl + Fキー

	前のファイルへ
	Ctrl + Bキー

	リピート再生
	Ctrl + Tキー

	シャッフル再生
	Ctrl + Hキー

	再生速度UP
	Ctrl + Shift + Gキー

	再生速度DOWN
	Ctrl + Shift + Sキー



4．メニューバー内のショートカットキー
　メニューバー内のショートカットキーは、JukeDoXのウィンドウにフォーカスが　　　当たっている状態でご使用ください。
	操作
	ショートカットキー

	ファイルの追加
	Alt + F  ->  A

	フォルダの追加
	Alt + F  ->  D

	新規テキスト作成
	Alt + F  ->  C

	貼り付け
	Alt + F  ->  P

	プレイリストを開く
	Alt + F  ->  L

	プレイリストを保存
	Alt + F  ->  S

	終了
	Alt + F  ->  Q

	設定
	Alt + S  ->  V

	タイトルを読み上げる
	Alt + S  ->  T

	ルビを取り除く
	Alt + S  ->  R

	ユーザ辞書
	Alt + S  ->  D

	再生
	Alt + P  ->  P

	停止
	Alt + P  ->  S

	前のファイル
	Alt + P  ->  B

	次のファイル
	Alt + P  ->  N

	前の見出し
	Alt + P  ->  M

	次の見出し
	Alt + P  ->  T

	録音（ファイル録音）
	Alt + C  ->  R  ->  F

	録音（見出し録音）
	Alt + C  ->  R  ->  P

	録音（セル録音）
	Alt + C  ->  R  ->  C

	テキスト画面
	Alt + V  ->  T

	プレイリスト
	Alt + V  ->  L

	ミニサイズに変更
	Alt + V  ->  S

	ヘルプ
	Alt + H  ->  H

	最新版の有無をチェック
	Alt + H  ->  V

	JukeDoXのホームページ
	Alt + H  ->  J

	バージョン情報
	Alt + H  ->  A

	ユーザ認証
	Alt + H  ->  U






5．設定画面内でのショートカットキー
●音声タブ選択時
	操作
	ショートカットキー

	＜標準音声＞速度
	Alt + S

	＜標準音声＞高さ
	Alt + P

	＜標準音声＞イントネーション
	Alt + I

	＜標準音声＞音量
	Alt + V

	＜標準音声＞種類
	Alt + T

	＜標準音声＞音質
	Alt + R

	＜標準音声＞記号の読み上げを行う
	Alt + K

	＜標準音声＞日本語と英語を
音声を切り換えて読み上げる
	Alt + C

	＜SAPI音声＞種類
	Alt + Y

	＜SAPI音声＞速度
	Alt + E

	＜SAPI音声＞音量
	Alt + B



●保存タブ選択時
	操作
	ショートカットキー

	見出しごとに分割して保存する
	Alt + P

	基本保存形式
	Alt + F

	WMA音質
	Alt + R



●音声・保存タブ共通
	操作
	ショートカットキー

	適用
	Alt + A






6．ユーザ辞書画面でのショートカットキー
	操作
	ショートカットキー

	＜追加＞語句
	Alt + A  ->  W

	＜追加＞読み
	Alt + A  ->  R

	＜追加＞品詞
	Alt + A  ->  P

	編集
	Alt + E

	削除
	Alt + D

	インポート
	Alt + I

	エクスポート
	Alt + X

	保存して終了
	Alt + S

	保存せずに終了
	Alt + C



7．テキスト画面でのショートカットキー
	操作
	ショートカットキー

	自動スクロール
	Alt + A

	倍率
	Alt + Z

	検索
	Alt + S

	Docx編集
	Alt + D

	＜Docx編集＞追加
	Alt + D  ->  P

	＜Docx編集＞削除
	Alt + D  ->  R

	＜Docx編集＞タイトル
	Alt + D  ->  T

	＜Docx編集＞サブタイトル
	Alt + D  ->  S

	＜Docx編集＞作成者
	Alt + D  ->  M

	＜Docx編集＞キーワード
	Alt + D  ->  K

	＜Docx編集＞分類
	Alt + D  ->  B

	＜Docx編集＞状態
	Alt + D  ->  J

	＜Docx編集＞コメント
	Alt + D  ->  D

	＜Docx編集＞別名で保存
	Alt + D  ->  A

	＜Docx編集＞保存して終了
	Alt + D  ->  S

	テキスト編集
	Alt + M

	＜テキスト編集＞別名で保存
	Alt + M  ->  A

	＜テキスト編集＞保存して終了
	Alt + M  ->  S

	新規作成
	Alt + N

	＜新規作成＞保存して終了
	Alt + N  ->  S

	クリップボード貼り付け
	Alt + P

	閉じる
	Alt + C













用語解説
ここでは、本マニュアル内にてJukeDoXに関する使用されている用語について説明します。

	【ア行】
	

	・アップデート
	：ソフトウェアの更新のことを指します。機能向上や不具合があった場合の修正を提供するものです。

	　・アプリケーション
	：文書の作成や数値の計算など、ある特定の目的のために設計されたソフトウェアのことを指します。JukeDoXは文書ファイルを音声として読み上げるためのアプリケーションです。

	　・アンインストール
	：下記、インストーラの逆の作業です。パソコンからアプリケー　　ションを削除し、インストール前の状態に戻すことです。

	　・インストール
	：アプリケーションをパソコンで使える状態に設定することです。　セットアップとも呼ばれます。

	　・OS
	：Operating Systemの略で、Microsoft Windowsシリーズ等の　　ことを指します。

	　・オーディオファイル
	：主にパソコンを介して取り扱われ、ポータブルミュージック　　　プレーヤーなどによって再生可能なファイルです。JukeDoX　　では、取り込んだ文書ファイルを、WAV・WMAといった形式で保存することができます。

	・OpenXML形式
	：Microsoft Office 2007製品で採用されている新しい文書形式　です。

	　・音声合成エンジン
	：JukeDoXが文章を読み上げる際の音声を、データベースから　　呼び出し、アクセント等を調整して合成するためのものです。

	【サ行】
	

	・サービスパック(SP)
	：Microsoft社がOSならびに各製品ごとに公開している、ソフトウェアの修正プログラムのことを指します。JukeDoXは、Windows XPのSP2以降での動作を保証しています。

	　・再生
	：JukeDoXにおいて再生とは、JukeDoXに取り込んだ文書ファイルを音声で読み上げることを意味します。

	　・SAPI
	：アプリケーションと音声合成エンジンの中継を行っているもののことです。

	　・sheet
	：Microsoft Excelにおけるワークシートのことを指します。

	　・シャッフル再生
	：JukeDoXに取り込んであるファイルを、プレイリストにある　　順番に関係なく、ランダムに再生することです。

	　・ショートカットキー
	：マウスを使わずに、アプリケーションを操作するために設定されたキーボード上の特定のキーのことを指します。

	　・スライド
	：Microsoft Power Pointのスライドを指します。

	　・セル
	：Microsoft Excelのセルを指します。

	【タ行】
	

	　・ダイアログボックス
	：パソコンの操作画面で、エラーメッセージの表示や操作の確認　要求などの際に用いられるウィンドウのことです。

	　・Docx形式
	：Microsoft Office Word 2007形式の文書ファイルにおける　　　拡張子のことです。

	　・.NET Framework
	：.NETに対応したアプリケーションを動作させるために必要な　環境のことです。JukeDoXをWindows XP上で動作させるには、.NET Frameworkの2.0および3.0が必要となります。

	　・テキスト形式
	：レイアウトやフォント情報などを持たない、テキストデータのみで構成されているファイルのことです。

	　・ドラッグ＆ドロップ
	：移動、もしくはコピーしたい対象の上でマウスの左ボタンを押し、そのままボタンを離さずに移動先の場所まで動かします。目的の場所の上で左ボタンを離すと、そこに対象が置かれます。この一連の動作がドラッグ＆ドロップになります。JukeDoXにおいては、読み込ませたいファイルをプレイリストに追加するときに　行う動作です。





	【ハ行】
	

	　・バージョンアップ
	：上記のバージョンが新しく更新されることをしています。

	　・プレイリスト
	：再生の順番リストのことです。JukeDoXでは、文書ファイルを取り込んだ順にプレイリストに表示されます。この順番は、　　後から変更することができます。

	　・ヘルプ
	：アプリケーション操作説明書のことを指します。JukeDoXに　　おいては、本オンラインヘルプとインストールマニュアルがそれにあたります。

	　・編集
	：JukeDoXでは、取り込まれた文書ファイルの内容を簡単に編集することができます。Docx形式で編集を行う場合は、本文および見出しの設定やプロパティ情報の変更、テキスト形式で編集を行う場合は、本文の編集を行うことができます。

	　・保存
	：コンピュータ上で設定や内容を変更した際に、それを次回以降　使うことができるようにデータとして残しておくことを意味　します。JukeDoXにおいても、各種音声設定やユーザ辞書の　　設定を保存することができます。また、録音と同じ意味として、取り込んだ文書ファイルをオーディオファイル形式でデータとして保存することができます。

	【マ行】
	

	　・マニュアル
	：JukeDoXにおいて、インストールマニュアルと本オンライン　　マニュアルのことを指します。JukeDoXを操作する上での各種説明が掲載されています。

	　・見出し
	：Microsoft Office Word文章のスタイルの1つです。JukeDoXでは、この見出しごとにチャプターとして録音(保存)することができます。

	　・メニューバー
	：JukeDoXウィンドウ上部に設置されています。マウスにより　　選択するほか、Altキーとアルファベットもしくは数字キーを　使用することで操作することもできます。


	【ヤ行】
	

	　・ユーザーアカウント制御
	：Windows Vistaより採用された新しいセキュリティ強化機能で、ウイルスや不正な操作・操作ミスなどによって、管理者権限が　必要なプログラムなどが自動的にシステムにインストールされてしまうのを防ぐための機能です。また、一般ユーザがシステムの設定を故意または操作ミスにより変更されるのを防ぐ機能　です。

	【ラ行】
	

	　・ライセンス証書
	：JukeDoXに同梱されている、シリアルナンバー党が記載されている書類です。インストールの際などに必要になるので、大切に保管しておいてください。

	　・リストビュー
	：Windowsのデスクトップやエクスプローラの、フォルダやファイルが並んでいる領域のことを指します。

	　・録音
	：JukeDoXにおいて録音は、現在選択されている文書をオーディオファイルとして保存することを指します。WAV・WMAと　　いったオーディオファイル形式で保存できます。




謝辞、著作権・商標について

著作権・商標
※JukeDoX、FocusTalkは、スカイフィッシュの登録商標または商標です。
※Microsoft®、Windows®、Windows® Vista™、並びにOffice®製品（Word®、Excel®、PowerPoint®）は、米国Microsoft Corporation
の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
※JukeDoXの音声読み上げ機能には、株式会社 日立ケーイーシステムズの音声合成　　ライブラリを使用しています。
※JukeDoXに標準搭載されている音声は、株式会社日立ケーイーシステムズの登録商標　です。
※製品名および会社名は、各社の商標および登録商標です。
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